


相談室りっか

あれみゅうトピックス

T O P I C
S

地域社会資源について意見を出し合い
イメージをつくる‘作業療法’

　
近
年
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成

25
年
、
厚
労
省
は
医
療
計
画
の
疾
病

と
し
て
指
定
す
る
「
が
ん
、
脳
卒
中
、

急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
」
の
4
大

疾
病
に
、
新
た
に
精
神
疾
患
（
う
つ

病
な
ど
）
を
加
え
て
「
5
大
疾
病
」

と
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
は
、
精

神
疾
患
者
は
約
4
2
0
万
人
と
な

り
、
傷
病
別
の
患
者
数
を
み
る
と
脳

血
管
疾
患
や
糖
尿
病
を
上
回
る
な

ど
、
国
民
に
と
っ
て
精
神
疾
患
は
身

近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
背
景
と
す
る
長
期
に
及
ぶ
自

粛
生
活
等
は
、
国
民
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
厚
労
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
調
査
（
令
和
2
年
9

月
）」
に
よ
る
と
、
国
民
の
約
6
割
が

何
ら
か
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
や
そ
れ
に
伴
う
精
神

疾
患
が
今
後
ま
す
ま
す
急
増
し
て
い

く
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
殺
者
数
は
、
平
成
22

年
以
降
は
10
年
連
続
で
減
少
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
に
は 

11

年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

昨
今
続
く
芸
能
人
の
無
念
の
悲
報
は

記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
精
神
保

健
医
療
福
祉
を
取
り
巻
く
新
た
な
課

題
に
加
え
て
、「
長
期
入
院
者
の
地

域
移
行
」
等
に
代
表
さ
れ
る
、
精
神

医
療
が
抱
え
る
往
年
の
課
題
に
対

し
、
新
た
な
施
策
の
構
築
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　　　
日
本
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
9
月
、
厚
労
省

が
策
定
し
た
「
精
神
保
健
医
療
福
祉

の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
「
入

院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心
」

と
い
う
理
念
を
明
確
に
し
、
そ
の
後

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
理
念
の
達
成
に
は
至
っ

て
い
な
い
現
状
の
な
か
、
新
し
い
精

神
保
健
医
療
福
祉
体
制
を
考
え
て
い

く
た
め
に
、
平
成
28
年
1
月
、「
こ
れ

か
ら
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
2
月
に
は
そ
の
報
告

書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は

精
神
障
害
の
有
無
や
程
度
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
地
域
の
一
員
と
し
て

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
障

害
福
祉
・
介
護
、
住
ま
い
、
社
会
参

加
（
就
労
）、
地
域
の
助
け
合
い
、
教

育
等
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
た
「
精

神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」=

通
称
『
に
も
包
括
』

の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
日
本
の
新

た
な
地
域
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
理

念
と
し
て
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

　「
に
も
包
括
」
は
、
高
齢
者
に
お
け

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

考
え
を
応
用
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容

は
精
神
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
も

の
で
、
第
5
期
障
害
者
福
祉
計
画
・

第
7
次
医
療
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま

え
、
医
療
と
福
祉
の
適
合
性
に
配
慮

さ
れ
て
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
「
に
も
包
括
」
の

構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
3
年

3
月
、「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
係

る
検
討
会
報
告
書
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
同
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
「
日
常
生
活
圏
域
」

を
基
本
と
し
、
市
町
村
な
ど
の
自
治

体
を
基
盤
と
し
て
各
種
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
、
今
後
、

必
要
な
諸
制
度
の
見
直
し
等
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
実

現
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　　
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
の
検
討
会
（
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
精
神
保
健
福
祉
体
制
の

実
現
に
向
け
た
検
討
会
）
は
、
令
和

3
年
10
月
か
ら
開
催
さ
れ
、
精
神
保

健
に
関
す
る
市
町
村
等
に
お
け
る
相

談
支
援
体
制
や
精
神
科
入
院
者
へ
の

訪
問
相
談
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

等
、
幅
広
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
精
神
科
病
院

の
運
営
の
根
拠
法
と
も
な
る
「
精
神

保
健
福
祉
法
」
の
改
正
に
向
け
た

議
論
も
展
開
さ
れ
、令
和
4
年
6
月

9
日
ま
で
に
13
回
も
の
会
合
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
良
い
地
域
精

神
保
健
医
療
福
祉
の
構
築
に
向
け
て

厚
労
省
を
中
心
に
何
年
も
か
け
て
複

数
の
検
討
会
等
で
議
論
し
、
目
指
す

べ
き
方
向
性
を
「
に
も
包
括
」
に
集

約
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
精
神
障
害
者
も
「
地
域
の
一
員
」

と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
概

念
や
、
精
神
科
病
院
だ
け
で
は
な
く
、

市
町
村
や
地
域
の
事
業
所
、
自
治
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
連
携
し
て
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
す
る
理
念
が
同
シ
ス

テ
ム
に
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
つ
ま
り
は
、
一
部
の
専
門
家
だ
け

で
は
な
く
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
問
題
を
認
識
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
理
念
や

具
体
的
な
手
段
が
「
に
も
包
括
」
な

の
で
す
。
厚
労
省
が
作
成
し
た
「
に

も
包
括
」
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
次
頁
に

掲
載
し
ま
す
。

　
札
幌
市
で
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を

活
用
し
た
精
神
科
病
院
へ
の
訪
問
活

動
、
24
時
間
3
6
5
日
の
精
神
医
療

相
談
窓
口
を
設
け
る
等
精
神
障
害

者
地
域
移
行
支
援
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
国
が
推
奨
す
る
「
に
も
包

括
」
を
地
域
で
実
践
し
て
い
く
た
め

に
、
精
神
障
害
者
を
支
援
す
る
関
係

者
及
び
当
事
者
、
そ
の
家
族
等
が
一

堂
に
会
し
、
重
層
的
に
連
携
す
る
支

援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
令
和
3

年
4
月
、
札
幌
市
に
お
い
て
も
「
札

幌
市
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
・
相
談
支

援
・
居
住
支
援
・
地
域
福
祉
・
高
齢

福
祉
関
係
者
、
精
神
障
害
を
抱
え
る

当
事
者
、
家
族
、
学
識
経
験
者
、
関

係
行
政
機
関
の
職
員
な
ど
20
名
弱
の

委
員
が
選
任
さ
れ
、
札
幌
市
に
お
け

る
「
に
も
包
括
」
の
推
進
に
向
け
た

活
動
が
鋭
意
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
中
身
と
し
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
意
見
交
換
等
を
通
し

た「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」の
構
築
、

事
例
検
討
会
を
通
し
た
札
幌
市
に
お

け
る
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
ニ
ー
ズ

の
掘
り
起
こ
し
や
課
題
の
抽
出
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
検
討
会
で
あ
り
、
今
後
こ

精
神
疾
患
は
よ
り
身
近
に

札
幌
市
の
検
討
会
が
始
動

こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
ゆ
く
え

〜
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
〜

『
に
も
包
括
』の
実
現
に

向
け
て

「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

=

『
に
も
包
括
』と
は
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の
取
組
の
意
味
や
意
義
を
見
出
し
、

広
く
一
般
化
さ
せ
て
い
く
に
は
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
札
幌
市
の

す
べ
て
の
精
神
障
害
者
等
が
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
よ
り
一
層
当
事
者
を
含
め
た

関
係
者
間
で
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　　
目
指
す
の
は
人
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
特
性
や
特
徴
の
「
多
様
性
」
を
含
め

て
そ
の
人
の
個
性
と
し
て
捉
え
、
そ
の

ま
ま
社
会
の
中
に
包
摂
し
て
い
く

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』。

制
度
や
分
野
ご
と
の「
縦
割
り
」や「
支

え
手
・
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え

て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人

と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え
て
丸
ご
と
つ
な
が
り
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
等
を

地
域
と
共
に
創
っ
て
い
く
『
地
域
共
生

社
会
』
の
実
現
に
向
け
て
、
当
院
も
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
法
人
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

な
る
精
神
科
救
急
と
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
地
域
支
援
の
質
を
高
め
、『
に

も
包
括
』
の
推
進
に
寄
与
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
精
神
疾
患
や
精
神

障
害
を
抱
え
た
方
の
み
な
ら
ず
、
日

本
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
方
々
の
望
む

暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

○精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らすことができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、
　社会参加（就労など）、地域の助け合い、普及啓発（教育など）が包括的に確保された精神障害にも対応した地域包括ケア
　システムの構築を目指す必要があり、同システムは地域共生社会の実現に向かっていく上では欠かせないものである。
○このような精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築にあたっては、計画的に地域の基盤を整備するとともに、
　市町村や障害福祉・介護事業者が、精神障害の有無や程度によらず地域生活に関する相談に対応できるように、市町村ご
　との保健・医療・福祉関係者等による協議の場を通じて、精神科医療機関、その他の医療機関、地域援助事業者、当事者・
　ピアサポーター、家族、居住支援関係者などとの重層的な連携による支援体制を構築していくことが必要。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築（イメージ）

出典：厚生労働省

介護・訓練等の支援が必要になったら・・・

障害福祉・介護
病気になったら・・・

医療

企業、ピアサポート活動、自治会、ボランティア、NPO等

お困りごとはなんでも相談・・・

様々な相談窓口

バックアップ
市町村ごとの保健・医療・福祉関係者等による協議の場、市町村

バックアップ
障害保健福祉圏域ごとの保健・医療・福祉関係者等による協議の場、保健所

バックアップ
都道府県ごとの保健・医療・福祉関係者等による協議の場、都道府県本庁・精神保健福祉センター・発達障害者支援センター

障害保健福祉圏域

圏域の考え方

※精神障害にも対応した地域包括ケアシス
　テムは、精神障害を有する方等の日常生
　活圏域を基本として、市町村などの基礎
　自治体を基盤として進める
※市町村の規模や資源によって支援にばらつ
　きが生じることがないよう、精神保健福祉
　センター及び保健所は市町村と協働する

■施設・居住系サービス
・ 介護老人福祉施設
・ 介護老人保健施設
・ 認知症共同生活介護 等

■施設・居住系サービス
・施設入所支援
・共同生活援助
・宿泊型自立訓練 等

■相談系：
・ 計画相談支援
・ 地域相談支援

〈介護保険サービス〉
■在宅系：
・ 訪問介護・訪問看護・通所介護
・ 小規模多機能型居宅介護
・ 短期入所生活介護  
・ 福祉用具
・ 24時間対応の訪問サービス 等
■介護予防サービス

■地域生活支援拠点等

病院：
急性期、回復期、慢性期

日常生活圏域

市町村

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。
訪問相談にも対応します。

・ 精神保健福祉センター（複雑困難な相談）
・ 発達障害者支援センター（発達障害）
・ 保健所（精神保健専門相談）
・ 障害者就業・生活支援センター（就労）
・ ハローワーク（就労）

・ 市町村（精神保健・福祉一般相談）
・ 基幹相談支援センター（障害）

・ 地域包括支援センター（高齢）
安心して自分らしく暮らすために・・・

社会参加、地域の助け合い、普及啓発

〈障害福祉サービス等〉
■在宅系：
・ 居宅介護・生活介護
・ 短期入所・就労継続支援
・ 自立訓練
・ 自立生活援助 等

訪問

住まい
通所・入所通院・入院

・ 自宅（持ち家・借家・公営住宅等）
・ サービス付き高齢者向け住宅
・ グループホーム 等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・精神科デイ・ケア、精神科訪問看護
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

訪問

さ
っ
ぽ
ろ
香
雪
病
院
・
相
談
室
り
っ
か

尾
形 

多
佳
士（
精
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士
）
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　さっぽろ香雪病院は令和3年11月に（財）日本医療機能評価機構の訪問審査を受け、令和4年
2月4日付で病院機能評価3rdG:Ver.2.0の認定を受けました。平成18年に初回の認定を受け
てから、今回が4回目の認定となります。
　病院機能評価とは、日本医療機能評価機構が実施している事業であり、質の高い医療が効率
的に提供されることを目的に、所定の評価項目に沿って第三者による評価が行われるものです。
今回審査を受けた「機能種別版評価項目3rdG:Ver.2.0精神科病院」では４つの領域に沿って
評価が行われました。

　今回の訪問審査から得られた課題や気づきをもとに、新たな改善の取り組みがスタートしています。今後とも
継続的な医療の質の向上に努め、患者さんに寄り添い、信頼していただける病院づくりに取り組んでまいります。

　これら4領域で計93個の評価項目があり、書類審査、面接調査、部署訪問などを通して評価が進められます。
本来は令和2年度に訪問審査を受ける予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い1年の延期措置を
とり、令和3年11月24日、25日の２日間にわたり3名の調査員（サーベイヤー）が来院して訪問審査が行われま
した。病院内の各部署では、緊張の面持ちでサーベイヤーをお迎えしつつ、活発な質疑応答や意見交換が行わ
れ、日頃の取り組みを振り返る貴重な機会となりました。
　病院機能評価の審査を受けることで得られるメリットには次の点が挙げられます。

審査に向けて準備を進めていく過程で様々な改善活動が行われ、医療の質の向上につながります。
第三者による評価を受けることで自分たちの病院の状況を客観的に把握することができます。評価結果をもと
に改善すべき問題点や課題が明確になります。
訪問審査を通して、第三者から様々な指摘やアドバイスを受けることで、職員の自覚がわき、改善しようという
意欲が引き出されます。

1.
2.

3.

第１領域

第2領域

患者中心の医療の推進

良質な医療の実践１

第3領域

第4領域

良質な医療の実践２

理念達成に向けた組織運営

「病院機能評価3rdG：Ver.2.0」の

認定を受けました

編集者お勧めの本

人新世の『資本論』
集英社新書　2020 年 著：斎藤幸平

　これは「新書大賞2021第1位」の話題本です。「人
新世」とは人類の経済活動が地球を破壊する環境危
機の時代を示す言葉と示されています。
　内容はSDGｓをはじめとする環境への対策では地
球環境の破壊は止められないことを前提としていま
す。前段は、どうして環境破壊が止められないかを
様々なデータと研究報告を用いて説明しています。中
盤は、マルクスの新しい理論を用いて脱資本主義に
ついて論じています。後段には、どうすれば環境破壊
を止められるかを示唆しています。
　著者は若き哲学者であり、専門は経済思想・社会
思想です。本書は専門用語が多くあり読みやすい本

ではありませんが、私たちが何気
なく行っている消費生活を広い
視点から見ることができます。全章を読破しなくて
も、「第1章 気候変動と帝国的生活様式」・「第3章 資
本主義システムでの脱成長を撃つ」・「第７章 コミュ
ニズムが世界を救う」を読むことで立ち止まって考え
ることができるのではないかと思います。
　短いながらもエッセンシャル・ワークに関して「使
用価値を重視する社会への移行が必要」と述べてい
ます。その社会的な位置付けが高くないことを指摘し
て、労働の価値を重んじる社会にすべきという考えは
心強いです。

厚生労働省　

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/chiikihoukatsu.html
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